
＜記者会見項目予定＞ 

① 大西プラン2016策定 
 【大西 隆 学長】 

 （別紙１参照） 

 

② 「技術科学イノベーション研究機構」の設置 
 【副学長(研究担当)/技術科学イノベーション研究機構長 寺嶋 一彦 教授】 

 【副学長(研究力強化担当)/技術科学イノベーション研究機構副機構長 

  原 邦彦 特定教授 】 

 （別紙２参照） 

 

③ 社会連携推進センター・高専連携推進センターを設置しました 
 【副学長(IR担当)/社会連携推進センター長 井上 隆信 教授】 

 【学長特別補佐(高専連携担当)/高専連携推進センター長  若原 昭浩 教授】 

 （別紙３参照） 

 

④ 大学キャンパス内にいながら国際生活を！ 

 日本人学生と留学生が一緒に生活するシェアハウス型の学生宿舎を建設します 
 【スーパーグローバル大学創成事業推進室長 高嶋 孝明 教授】 

 （別紙４参照） 

 

⑤ 平成２８年度科学技術分野の文部科学大臣表彰に本学教員２名が受賞しました 
 【H28 文部科学大臣表彰 科学技術賞 国際交流センター長 大門 裕之 教授】 

 【H28文部科学大臣表彰 若手科学者賞 

 環境・生命工学系／エレクトロニクス先端融合研究所 広瀬 侑 助教】 

 （別紙５参照） 

 

 

  

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
平成２８年４月２０日 

平成２８年第１回定例記者会見 

日時：平成２８年４月２０日（水）１１：００～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階 大会議室 

 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 萩平・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 



＜別紙１＞ 

 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２８年４月２０日 

 

 
 豊橋技術科学大学の進むべき道を学長が明確に示し、本学構成員が共有し、学外にも本

学の挑戦を積極的に配信する短期の活動指針として、大西プラン 2016 を策定しました。 

昨年度大西プラン 2015 を作成し，大学を取り巻く状況を見極めながら、毎年見直しを

行うものです。 
骨子については前年度のものを引き継ぎ、昨年度までの進捗を踏まえるとともに、新た

に今年度迎える開学 40 周年、今年度からの第３期中期目標・中期計画期間開始に伴い整

備した学内組織、グローバルキャンパスの拠点とする附属図書館改修などの内容を見直し

ました。 

 
詳細については、定例記者会見当日、大西学長よりご説明いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

大西プラン２０１６ 

 

（参考）本学 HP：http://www.tut.ac.jp/about/charter.html#anc02 
 

 

本件に関する連絡先 
担当者 学長戦略企画課 菅谷 TEL:0532-44-6533 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

大西プラン 2016 策定 
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国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 

 

 

豊橋技術科学大学では、技術の進化を支える学理を解き明かし、そこから新たな革新的技術を再

生産し、直面する社会的な課題の解決や、未来社会の創造につながる新たな価値を創造することに

よって人類社会の発展に貢献することを創立の理念としています。 

この理念の高いレベルでの実現のために、①国内外のリーディング企業やトップ研究機関との強

力な協働作業による、より先端的かつ革新的な研究の戦略的推進、②急速な進化を遂げつつある人

工知能技術と融合した価値創造型の創発システム先導型研究の推進、③課題解決型社会システム研

究の推進と提言を掲げ、既存のエレクトロニクス先端融合研究所と４つのリサーチセンターの研究

活動に横串を通し、戦略的に研究を推進する「技術科学イノベーション研究機構」を設置しました。 

 

【名称】 

   技術科学イノベーション研究機構 

【設置日】 

平成２８年４月１日 

【組織概要】 

・戦略的研究部門 

・リサーチセンター 

・エレクトロニクス先端融合研究所 

 

 
 

 

本件に関する連絡先 

担当：研究支援課長（植松） 研究支援係 TEL:0532-44-6570、6982 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

「技術科学イノベーション研究機構」の設置 
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平成２８年４月２０日 

 
豊橋技術科学大学では、技術を支える科学の探究によって新たな技術を開発する学問、技術科学

の教育・研究を使命とし、世界に開かれたトップクラスの工科系大学を目指すというビジョンを掲

げています。 

 人材育成や地域課題を解決する取組などを通じて地域に貢献する取組を行うため、社会人の学び

直し事業や教育プロジェクトを実施し、社会人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的技術プロ

グラムを提供し、地域発のイノベーション創出に貢献できる人材を育成することにしています。 

また、高等専門学校からの学生を主な対象として、学部・大学院一貫教育により、優れた技術開

発能力を備え、我が国の産業を牽引する高度な技術者、グローバル時代を切り拓く研究開発能力を

有する先導的な人材を育成している本学の特色を生かすことは重要であります。 

 これらの実現のために、以下のとおり新しくセンターを設置しました。 

 

 

【名称】 

   社会連携推進センター 

【設置日】 

平成２８年４月１日 

【主な取り組み】 

・地域等の課題解決、高度技術者育成等につながる社会人 

向けの実践教育プログラム実施 

・地域の教育・文化の向上に貢献するため、市民向け 

公開講座を実施 

 

【名称】 

   高専連携推進センター 

【設置日】 

平成２８年４月１日 

【主な取り組み】 

・高専と連携・協働した人材育成プログラムを強化し、 

グローバル化に対応した実践的技術者を養成 

・高専を卒業した現役社会人の学び直しプロジェクトの 

企画・推進 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

社会連携推進センター・高専連携推進センター 

を設置しました 
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＜別紙４＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２８年４月２０日 

 
 

キャンパス内学生宿舎の充実とグローバル化 
スーパーグローバル大学プロジェクトの一つの目玉として、グローバル社会で活躍する

意欲を持つ日本人と外国人留学生が一緒に生活するシェハウス型の学生宿舎を、キャンパ
ス内に新たに建設します。収容人数は 180 名で、既存の学生宿舎 600 名と合わせて、多様
な文化の食・住・学が近接共存する国際性に富んだ多文化共生エリアを造り出し、日本に
居ながら国際生活を体感できる環境を整備し、大学キャンパス全体のグローバル化の核と
なることを意図しています。 
この度、公募型プロポーザルを経て業者を選定し、具体的な建設プランが決定したため、

定例記者会見にてその概要を公表いたします。 

 

グローバル社会で活躍する意欲を持つ日本人学生と外国人留学生のために、学部・大学院

(修士)一貫 のグローバル技術科学アーキテクト養成コースを新設します。 そのコース学生

は全寮制を原則とし、日本人と留学生が生活を共にすることで世界に通用する人間力を養う

ことを目的とした、シェハウス型の宿舎を建設するものです。２０１７年４月の第一期生受

け入れに向けて、建設を進めて行きます。 

■ １ユニット、5名の個室と共有のリビング・ダイニング・シャワールームのシェアハウス。 

■ １棟 3階建て 30 人収容の 6 棟と共有棟 1棟を、民間資金を活用して建設・管理運用。 

■ 宿舎での学生生活を支援するハウスマスターが駐在、教職員と学生が共同して学習支援プ

ログラムや課外イベントを企画実施。 

■ 共通語を英語とした、日本語と英語のバイリンガル環境 

■ 国内外の交流協定校や全国高専からの短期・中期インターンシップ生の宿舎としても活用、

国内に居ながら国際生活体験ができる環境を提供。 

 

  昨年行った学内コンペの「グローバル対応学生宿舎のアイデア募集」で最優秀賞を受賞した

学生作品、『縁 ～ つながり ～」のコンセプトからインスピレーションを得た設計です。人と

人の交流を活性化する空間を創造し、日本と世界の文化を体験でき、言葉と文化を超えた交流

が促進される学生宿舎とコミュニティー造りを目指します。 

■ 1 ユニット 5 名が共用リビングでつながり、さらに１フローア 2ユニット 10 名が共用バル

コニーでつながって、人と人のつながりを展開。 

■ ６棟の宿舎全体と共有棟１棟をつなげるコミュニティロジ。 

■ コミュニティロジを中心として、各棟の２階・３階もつながり、賑わいを盛り上げる。 

 

 
 

本件に関する連絡先 
担当者 施設課計画推進係 深谷 TEL:0532-44-6533 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

大学キャンパス内にいながら国際生活を！ 

日本人学生と留学生が一緒に生活する 

シェアハウス型の学生宿舎を建設します 
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 文部科学省では、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた

者について、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、我

が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的とする科学技術分野の文部科学大臣表

彰を定めております。 
 この度、平成２８年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞者が決定し、本学教員２名

が受賞しました。 

大門裕之教授の研究業績に対し、顕著な功績をあげた者を対象とした科学技術賞（科学

技術振興部門）が授与、また、広瀬侑助教の研究業績に対し、高度な研究開発能力を有す

る若手研究者を対象とした若手科学者賞が授与されました。 

＜受賞者＞ 

  

【科学技術賞】（科学技術振興部門） 

  氏 名：大門裕之（だいもん ひろゆき） 

所 属：豊橋技術科学大学グローバル工学教育推進機構 国際交流センター長／教授 

業績名：バイオマス利活用を推進する再資源化複合技術の振興 

 

【若手科学者賞】 

 氏 名：広瀬 侑（ひろせ ゆう） 

 所 属：豊橋技術科学大学大学院工学研究科 環境・生命工学系 助教 

 業績名：シアノバクテリアの補色応答の分子生物学的研究 

 

＜授賞式＞ 

  日 時：平成２８年４月２０日（水）１２：１０～ 

  場 所：文部科学省３階 講堂 

 

（参考）文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/04/1369460.htm 

 

※なお、個別取材も対応しますので、ご要望等ありましたら以下までご連絡ください。 

本件に関する連絡先 

担当：総務課副課長 上田正明  TEL:0532-44-6512 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

平成２８年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 

に本学教員２名が受賞しました 



H28   



国立大学法人豊橋技術科	


H28文部科学大臣表彰 若手科学者賞�

環境・生命工学系／エレクトロニクス先端融合研究所�広瀬�侑�

「シアノバクテリアの補色応答の分子生物学的研究」�
研究の内容：シアノバクテリアの緑・赤色光スイッチの発見と解析	

研究の特徴，従来研究との相違　（1-4の項目は上図①-④に対応）	

1.　植物の光スイッチは赤と遠赤色の光を感知するのが常識であったが、シアノバクテリアから緑と赤色の光を感知する光スイッチを発見した

2.　光スイッチが緑と赤色光を感じる分子メカニズムの解明に成功し、光スイッチの感知する色を改変できる可能性を示した	

3.　光スイッチが遺伝子の働きを調節する仕組みの解明に成功し、光によって生物の活動を制御する技術の開発への道が開かれた	

4.　最新のゲノム解析装置である「次世代シークエンサー」を用いてシアノバクテリアの持つ多様な光スイッチを同定した	

以上の業績は、補色順化と呼ばれるシアノバクテリアの有名な光スイッチ能力の仕組みを解明した生物学の教科書に残る成果である。また、

光を用いた生体の制御（オプトジェネティクス）や合成生物学といった産業的に重要な研究分野の発展に大きく貢献できる。	

図、研究内容の概要（左）と、研究に使用したエレクトロニクス先端融合研究所の次世代シークエンサー（右）	


